
小さなコケの美しい世界を堪能できる特別な空間。

この秋は、植物公園で「コケ活」を始めてみませんか？

新型コロナウイルス感染症の拡大状況によっては、イベントを中止する可能性があります

広島市佐伯区倉重三丁目４９５番地 □開園時間：9時〜16時半 □休園日：金曜日
ＴＥＬ（０８２）９２２−３６００ ＦＡＸ(０８２）９２３−６１００ http://www.hiroshima-bot.jp/

令和4年度広島市植物公園特別企画展

主催：公益財団法人広島市みどり生きもの協会 後援：公益社団法人日本植物園協会、日本蘚苔類学会

龍頭峡（安芸太田町）



◎ 講演会「コケの不思議な世界」
南極や北硫黄島など世界中を旅してコケを調べた研究者が、
魅惑的で不思議なコケの世界について楽しく紹介します

日時：10月29日（土）

13時半～15時

会場：展示資料館2階講堂

定員：先着100名（当日受付）

展示会の見どころ＆関連イベント

◎ ギャラリートーク［展示解説］（会場：展示資料館1階展示室）

日時：10月10日（月・祝）、11月10日（木）、12月10日（土）

◎コケ園芸体験

①こけ玉講習会（コケ玉づくり体験）

日時：10月30日（日）9時～

会場：イベント広場テント

材料費：500円～

協力：（一社）広島市造園建設業協会

②コケテラリウム体験

日時：10月8日（土）・12月3日（土）

各日10時～15時

会場：展示資料館1階ロビー

材料費：2,000円～

協力：mom.

◎ コケ観察会（事前申込制・現地集合・各回抽選20名・保険代100円）

①龍頭峡（安芸太田町） ②広島大学（東広島市）

日時：11月12日（土） 日時：12月11日（日）

講師：山口 富美夫先生（広島大学） 講師：坪田 博美先生（広島大学）

見所：広島でここだけ！渓谷のコケの森の観察 見所：顕微鏡を使っての身近なコケの観察等

世界最大のコケ「ドウソニア・ロンギフォリア（1）」は、

なんと全長６０㎝。コケだから小さいわけではないのです。

“ジュラシックパーク�”でおなじみ、恐竜のいた時代に

琥珀に閉じ込められたコケ化石「クンノコゴケ（2）」や

世界で一つだけの「蘚苔曼陀羅（3）」など、今ここでしか

見られない珍しいものを日本各地から集めました。

コケの楽しみ方は無限大。もふもふなコケを愛でるも良し。

育てるも良し。身近な暮らしを彩るコケテラリウム作家

 mom.さんによる素敵なテラリウム作品（4）もお見逃しなく。

(2)コケ化石「クンノコゴケ」 (4)コケテラリウム
(1)ドウソニア・
ロンギフォリア

10時
～15時

10時
～15時

各日10時～11時の間
［会場内にて随時解説］

講師：山口 富美夫 先生
広島大学統合生命科学研究科 教授
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